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Abstract:  Wind profile is very important especially for numerical weather prediction and investigation spatial 
atmospheric structure.  Impact of global wind profiling is larger than that of current global observations.  Global 
observation system is urgently needed to obtain three-dimensional distribution of wind.  Space-based Doppler Wind 
Lidar (DWL) is one of useful approaches for global wind profiling.  In the paper, we describe a space-based DWL 
(DWL). 
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1. はじめに 

 

気候変動に伴う，豪雨，暴風，台風の大型化，

洪水，干ばつ，熱波が認識されるようになって

きた．地球規模で直面している気候変動の影響

に対応・適応するために，安全で強靱な活力あ

る社会を実現する事，気候変動に対する緊急対

策を取る事等が求められている．深刻化する気

象による自然災害に対して，発生メカニズムの

分析，発生と予測，そして，対策を総合的な取

組み必要があるので，観測・予測精度向上のた



めの技術開発や総観規模・領域規模の数値予報

モデルやデータ同化システムの精度の向上が必

要不可欠である．現在の衛星風観測システムは，

高い時間分解能で広範囲を面状に観測できるが，

風速観測精度や高度分解能は十分ではない．一

方で，レーザを用いるドップラー風ライダー

（Doppler Wind Lidar，以下 DWL）は，衛星
軌道に沿った狭い範囲の観測ではあるものの，

高精度かつ高い分解能で風の高度分布が得られ

る能動型光センサーである．これを用いること

で，現在の衛星観測システムの問題点（透き間）

を解決する．ESA は 2018 年 8 月に世界初の衛
星搭載ドップラー風ライダーAeolus を打ち上
げた．Aeolus はミッション期間が 3 年間である
ため，次のドップラー風ライダーが期待される．

日本では衛星搭載度ドップラー風ライダーを実

現するために，東京都立大学，情報通信研究機

構，宇宙航空研究開発機構，気象庁・気象研究

所，大学他とともに，衛星搭載ドップラー風ラ

イダーのシステム検討や数値予報への影響評価

を実施し，衛星搭載化の知見を取り込み，より

技術的実現性が高めてきている．本発表は，日

本の衛星ドップラー風ライダーによる風の高度

分布の全球観測について報告をする．  
 

2. 日本の衛星搭載ドップラー風ライダー 

 

日本では，衛星搭載 Coherent Doppler Wind Lidar
（CDWL）による宇宙からの風観測について実現
可能性を検討するために，衛星搭載 CDWL 用シ
ミュレータによるシミュレーション実験や観測

システムシミュレーション実験（ Observing 
System Simulation Experiment：OSSE）を実施し，
検討が進められている．これまでの検討から，日

本の衛星搭載 DWL においても，現在の観測シス

テムの課題である十分な高度分解をもつ風の高

度分布を全球規模で提供し，1）数値予報精度の

向上，2）台風の進路や強度等の予測の向上，3）

気候モデル，大気輸送モデルの向上，4）大気追

跡風の風観測検証，観測精度，高度推定の向上等

を通して，現在の衛星観測システムの課題解決に

貢献する事を目的とする．また，社会貢献として

5）高い観測精度を持つ全球 3 次元風マップの提

供し，全てのステークホルダーの利用促進，そし

て，6）衛星データの利活用の促進を通して，航

空や海運ビジネスにおける新たな宇宙ビジネス

産業の創出，を目指している． 

表 1に検討が進められる日本の衛星搭載 CDWL
の諸元を示す．CDWL システムは，送信機は目に

安全な波長帯である 1.5-µmもしくは 2-µmのパル

スレーザ，受信機は光ヘテロダイン検波方式のシ

ステムで検討されている．受信望遠鏡の口径は直

径 60cm，観測方向数は 1 ないし 2 である．衛星

搭載 CDWL の打上げロケットはイプシロンロケ

ット，衛星バスは超低高度衛星を想定している．

これまでの検討では，水平距離分解能 100 km・高
度範囲 0−3，3-8，8−20 km に対し，高度分解能と
観測要求精度は，それぞれ，0.5 km・1 m/s，1 km・
2 m/s，2 km・4 m/s である．  
 

3. まとめ 

 

超低高度衛星搭載 DWL の実現を目指し，JAXA，
気象研究所，ANA，大学，国立研究機関が参加し，

技術的および科学的観点からの検討だけでなく，

宇宙ビジネスという新しい観点からの検討も行

われている．超低高度衛星搭載 CDWL の実現は，
数値予報，気候モデル，大気輸送モデル等の予測

精度向上，現行の衛星観測システムとのシナジー

観測による観測精度向上等による科学的な貢献

だけでなく，観測データが新たな価値を創出する

ことにより，新たな宇宙ビジネス創出への期待も

大きい．引き続き，超低高度衛星搭載 CDWL の
実現に向けて検討を進めて行く予定である．  
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表 1．将来の衛星搭載ドップラー風ライダーの諸元 

表 2．目標とする風速誤差  

 




